
倉敷・真備町で子ども一時預かりボランティア開始 

被災した保護者の負担を軽減 

 

今回の豪雨により被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。 

7 月 20 日（金）に、倉敷市・教育委員会から「真備地区における幼稚園を活用した預

かり保育（土・日曜日及び休日の保育）」のボランティアの依頼を受け、即日、川崎医療

短期大学学生及び川崎医療福祉大学によるボランティア 150名以上の体制（バックアップ

を含む）を整え、7 月 21 日（土）から倉敷市立岡田幼稚園（真備町）にて、預かり保育

ボランティアを開始いたしました。 

真備町内の保育園全園が被災している中、土・日曜日の預かり保育を実施することによ

り、被災された保護者による復旧活動に役立っています。このことは、7月 21 日のKSB

瀬戸内海放送で、放映されました。 

今後も、保育者養成課程をもつ大学として、専門性を活かし、地域の子どもたちと家族

のために全力で取り組んでいく覚悟です。 

被災地の一日も早い復興をお祈りしております。  

 

※放映の詳細は、http://www.ksb.co.jp/newsweb/index/10481 をご覧ください。 

※預かり保育の詳細は、次項をご覧ください。 
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